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特許庁は、3月30日、「特許庁ステータスレポート2024」を公表しました。<以下のデータ/図表は同レポートより抜粋>

(1) 昨年(2023)の日本での商標出願件数は、前年から6,214件減り、
164,061件でした。うち、直接出願が146,664件、マドプロ経由が

17,397件。出願人の国籍・地域別では、日本国籍122,213件に続き、
中国：14,536件、米国：8,222件、韓国：3,744件、ドイツ：1,831件
となっています。

(2) 2023年のマドプロ国際登録を用いた日本企業(人)の海外への出願件
数は、前年より250件減り、2,844件でした。

(3) 全世界での商標出願件数(2022)は、前年比-16.0%の1,179万件
(WIPO調べ) 

(4) 日本での商標出願の審査期間(2022)は、前年より3ヶ月程短くなっており、通常出願が平均5.4ヶ月(権利化まで平均6.9ヶ月)。
早期審査を利用すれば平均1.8ヶ月。

(5) 商標出願に対する早期審査の申出件数は、前年から1,569件減り、7,532件でした。

特許庁ステータスレポート2024

マークス国際弁理士法人は、法人化から早くも2年が経過し、また、本年4月2日をもちまして、開業8周年を迎えます。
2016年に創業して以来、大過なく今日までやってこれましたのも、ひとえに、素晴らしいクライアント、従業員、協力者
に恵まれたおかげです。この商標ニュースレターも、開業時より毎月2回発行し続け、今回で197号の発行を迎えることが
できました。弊所をご支援頂いた全ての方々に、この場を借りて、心より御礼申し上げます。
昨年は、1月に世界最大の商標専門メディア・World Trademark Review(WTR)が発行する日刊誌「WTR Daily」の投稿パネ

リストに日本人でただ一人選ばれ、これまで、日本の商標に関する情報を50本近く寄稿しました。9月には、欧州に出張
し、ヨーロッパの知財担当者を前に、日本の商標制度や最新の動向について、英語でプレゼンテーションしました。
また、間もなくイギリスで出版される「LUXURY LAW GUIDEBOOK 2024」の執筆にも携わりました。
ポストコロナ時代を迎え、生成AIをはじめ新たなIT技術が広まり、人々の生活スタイルが劇的

に変化しつつある状況下、マークス国際弁理士法人は、商標を専門且つ国際的に取り扱う「商標
プロフェッショナル集団」として、新たな時代、新たなビジネスに立ち向かう企業のブランド戦
略を支えるべく、これからもより一層邁進する所存です。
引き続き、ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げます。

開業８周年の御挨拶 [感謝、感動、貢献]


